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第３６回区民車座集会意見交換内容（麻生区） 

１ 開催日時 平成３０年６月１６日（土） 午前１０時から午前１１時５５分まで 

２ 場  所 特別養護老人ホーム レジデンシャル百合ヶ丘 

３ 参加者等 参加者１０名、関係者８名、傍聴者２１名 合計３９名 

＜開会＞ 

司会：それでは皆様、定刻となりましたので、これより第３６回区民車座集会を開会いたします。 

 私は、本日の司会進行を務めさせていただきます麻生区役所地域みまもり支援センターの佐藤と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 本日は「支え合いの地域づくりを進めるために」をテーマに、ここ、東百合丘地域におきまして、こちら

にお住まいの方々や活動されている皆様に御参加いただきまして、ワークショップを通して地域の強みや地

域の課題と感じていらっしゃることを共有しながら、何ができるかを意見交換してまいります。 

 次に、行政からの出席者を紹介させていただきます。 

 福田紀彦川崎市長でございます。 

市長：おはようございます。よろしくお願いします。 

司会：多田貴栄麻生区長でございます。 

区長：おはようございます。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

司会：それでは、開会に当たりまして、福田市長より御挨拶を申し上げます。市長、よろしくお願いします。 

＜市長挨拶＞ 

市長：皆さん、改めまして、おはようございます。３６回目を迎えました区民車座集会でありますけれども、

今日は東百合丘ということで、ここは私の育ったまちで、東百合丘一丁目にずっと住んでいて、塔之越町会

だったんですね。当時、少年野球チームで塔之越フェニックスというのがあって、そこのメンバーでもあっ

たり、本当に地元中の地元で、学校も長沢小学校、中学校ですし、何か初めて一番身近なところにやってき

たということで、とてもうれしく思っています。 

 私の実家は、東百合丘二丁目に今もあるんですけれども、そこのエリアでもやっぱり、私の両親も大分高

齢なんですが、周りを見渡すと大分、高齢地域。子供さんたちが余り多くなく、全体的に年齢層が上がって

いるなと。あと１０年するとどうなるのかなというのが、すごく心配になっている。それは東百合丘の問題

だけじゃなくて、川崎市内に幾つも、いろんな地域ごとによっていろんな課題がある。ですから、川崎市全

体のとかというざっくりとした話でもなく、麻生区全体のというざっくりした話でもなく、もっと小さいエ

リアで自分たちのまちのことを考えていくということがとても大事だなということを、私たちは今認識して

います。 

 そんなことで、今日は、このエリアの皆さんの、いろんな世代の方がいらっしゃるので、活発な議論がで

きればいいなと思っていますし、この地域にこんな人がいたんだということによって、つながることによっ

て、また助かる部分、気づきがたくさんあるんじゃないかなと思っています。 

 今日は、この施設を貸していただいたレジデンシャル百合ヶ丘の皆さんにも心から感謝申し上げたいと思

いますし、傍聴者の方もたくさん来ていただいています。本当にありがとうございます。実りある会にした
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いと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

＜紹介・説明＞ 

司会：ありがとうございました。 

 これより、スライドを使って御説明しますので、市長と区長には席を移動していただきます。 

 それでは、本題のワークショップに入る前に、若干の紹介と御説明をさせていただきます。 

 本日のこの場は、地域包括支援センターが開催いたします、地域のさまざまな方々と地域の課題を話し合

い、またその課題を解決していくためには地域にどんなものが必要なのかというのも、話し合ったり検討し

たり、また支え合いのネットワークをつくることを目的とした地域ケア圏域会議という、非常にいかめしい

言葉がつけられているんですが、そういった会議の場におきまして、今日のワークショップを行うものでご

ざいます。 

 地域ケア圏域会議なんですが、麻生区におきましては七つの地域包括支援センターがございますが、区民

の皆様にもっと親しみやすい場ということで、ご近所ネットワーク会議というネーミングをしております。

そのネーミングで、地域の方々に御案内させていただいているというところがございます。このネーミング

は麻生区の地域包括支援センター独自のネーミングでございますので、これからは、ご近所ネットワーク会

議ということで説明させていただきます。 

 次に、今回のワークショップで活用しております２つのツールがございます。そのツールの御紹介として、

一つは、地区カルテと、もう一つは「ちいきのちからシート」について、順に御説明させていただきます。 

 まず、地区カルテの紹介を兼ねまして、この会場がございます麻生区東百合丘地域について、御説明いた

します。お手元の資料もしくは前方のスライドを御覧いただければと思います。 

 本市では、住まい方、生活支援、医療、介護予防などの地域における必要な情報を継続して共有できるツ

ールとして、小さな地域ごとの統計データや、地域資源の情報を整理した地区カルテを作成しております。

地区カルテには、麻生区全体の状況と各地域における地域資源情報、統計情報などをもとに、地域の特徴や

課題などをまとめております。 

 東百合丘は、多摩区、宮前区と隣接している地域で、山坂が多く、町会、自治会の規模も、世帯数が２桁

から３桁まで、さまざまでございます。 

 また、東百合丘は一丁目から四丁目までありまして、東百合丘全体の人口はおよそ７，９００人となって

おります。１４歳以下は１３％、６５歳以上は２８％と、高齢化率は麻生区全体の平均、およそ２３％より

も高くなっております。ちなみに、川崎市全体の高齢化率はおよそ２０％でございます。 

 地域全体の世帯数はおよそ３，１００世帯で、２人世帯が一番多く、３２％。続いて、１人世帯が２５％

です。 

 居住期間別の人口を見てみますと、１０年以上２０年未満が２０％、２０年以上お住まいの方は３０％と

なっておりまして、ほとんどの方が１０年以上、この地に暮らしていらっしゃるということがわかります。 

 お仕事をされている方は約３，５００人で、半数に近い方が市外の職場ということがわかります。 

 地区カルテには、これらの統計データを町丁別でも掲載しております。 

 地域資源につきましては、学校は長沢小学校・中学校のほか、田園調布学園大学がございます。子供関係

では、こども文化センター、保育施設、幼稚園があります。高齢者関係では、特別養護老人ホーム、地域包

括支援センター。介護関連施設では、グループホームや訪問介護サービスなどがあります。公園・緑地も１

８と、比較的多くございます。これらの地域資源を拠点とした健康づくりや介護予防、また子育ての自主サ

ークルなどの地域活動も既に多く行われております。 

 地区カルテでは、具体的に何の施設がどこにあるのかを、一覧と地図に落とし込んで掲載しております。 

 平成２８年度に当地域みまもり支援センターで行いました町会・自治会のヒアリングでは、地域特性であ

る山坂が多いことによる課題や、小さい町会、自治会ほど地域住民のつながりが強い傾向があるということ、
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それから全体的に防災に対する関心が高く、取り組みが進んでいることなどを知ることができました。共通

して、高齢化による役員の担い手等の問題もあることがわかりました。 

 各町会、各自治会ごとの詳細につきましては、本年度、改めて町会・自治会ヒアリングを実施いたします

ので、また御提示いただいた情報を地区カルテに反映していく予定でございます。 

 それでは続きまして、「ちいきのちからシート」について、御説明いたします。皆さんのお手元のシート

を御覧ください。 

 「ちいきのちからシート」は平成２８年に、先ほども申し上げましたが、地域みまもり支援センターの職

員が区内の町会、自治会に出向いて、さまざまなお話を伺った際に、自分たちの地域は何が足りないのか、

どのようなことから取り組みを始めたらいいのかわからない、自分たちの地域のことを客観的に知る方法は

ないだろうか、そういった方法を知りたいというようなお声を多数伺ったことから、地域の状況を考えるき

っかけとなり、地域の課題を自分のこととして気づくことができるツールがあれば地域づくりの一助となる

のではないかというふうに考えまして、作成したものでございます。 

 作成に当たっては、区内で独自の地域活動や支え合いの仕組みづくりを既に始めている区民の方々や、地

域福祉に関する知見のある田園調布学園大学と区が連携しまして、５回にわたってヒアリングやワークショ

ップを重ねながら、作成に至りました。また、本年２月に「ちいきのちからシート」の報告会という形で、

さまざまな御意見をいただき、さらに改良を重ねているところでございます。御近所ネットワーク会議や、

町会、自治会などでの話し合いの中で、実際に使っていただきたいというふうに考えております。 

 簡単に使い方を御説明いたします。 

 まず、各地域の力に関する２４項目の質問に答えていただきます。その内容をカテゴリーごとに点数化し、

レーダーチャートにおとすことによって、御自身が感じていらっしゃる地域の力を可視化、見える化します。

その結果を皆様で見せ合いながら話し合うことで、地域の現状や課題を共有し、より住みやすい地域にする

ためにはどうしたらいいかということを考えてみるなど、今後の地域づくりに活用していただければという

ことを願っております。 

 「ちいきのちからシート」の説明は以上でございます。 

 続きまして、ワークショップに移ってまいります。今回、ワークショップに御参加いただいております皆

様には、事前に「ちいきのちからシート」に記入していただいた結果をもとに、感じていらっしゃる東百合

丘地域の強みだとか課題を記載していただいた付箋を持って参加していただいております。各グループには

東百合丘地域包括支援センター、区役所の地域みまもり支援センターの職員が入りまして、保健師がファシ

リテーターを務めます。１０時５０分ごろ、各グループのまとめを発表したいと存じますので、どうぞよろ

しく御協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 それではワークショップを始めてください。よろしくお願いいたします。 

（ワークショップ） 

＜発表＞ 

司会：皆様、予定の時間になりました。いかがでしょうか。 

 それでは、ボードにも皆様がいろいろ感じていらっしゃることが提示されてまいりましたので、ここでそ

れぞれのグループから、意見交換された内容を御発表いただきたいと思います。大体３分ぐらいを目安にお

願いしたいと思いますが、１グループと２グループ、どちらから。２グループから行きますか。 

 では、すみません、２グループから発表をお願いしたいと思います。マイクはありますでしょうか。 

 それでは、よろしくお願いいたします。 
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森さん：１グループの森と申します。ごめんなさい。２グループでした。 

 私たちの２グループは、自治会関係の方が３名、それから民生委員の方が２名、あと一般ボランティアの

方が１名ということで、お話をいたしました。 

 最初に、強みといたしまして、多世代交流のできるサロンを１０年間計画しているという話がありまして、

そこで大変しがらみづくりができておりますということでした。その中で、個の力といたしまして、参加さ

れる方が、高齢の方でも役に立ちたいと、参加しても、何かできませんかということで、そういう人材の方

が多いということです。 

 それとあと、自分たちのサロンとしてという意識がかなり出てきておりまして、例えば高齢者の方にいた

しましたら、整形に皆さん、通われる方が多いんですね。通院される方が多いんですが、そのときに、もう

３０分、１時間待ち、２時間待ちのときに、整形友とおっしゃっていまして、整形友ができます。その中で

いろんな、私はこういう特技を持っている、教えているのよとか、そういうお話で、結構、整形友とおっし

ゃっていましたけれども、そういう方たちと知り合いまして、企画の面で、自分でそうやって約束してきて、

「今度は、いついつ来てくれるよ」ということで、「もう約束したからね」ということで、ボランティアさ

んはいるんですけど、そういうことで、自分たちのサロンという意識でやってくださっているという、個の

力がとても見えてきているなと思います。 

 それから、安心・安全の面ですが、自主防災組織がとてもしっかりしているという自治会がございました。

これは自主的に登録されておりまして、かなり人数も、４０名、５０名というところだそうで、かなりいろ

んな防災、それからいろんな、育児のこととか、そういう面でもかなり機能しているということでございま

す。 

 それとあと、つながりの面ですけれども、地域の活動で見守っているということなんですが、どうしても

買い物に行く場所が近くにないということで、移動販売車が最近は伸びていってくれまして、それを皆さん、

利用されている方が増えてきました。 

 それから、公園の清掃などで、皆さん出て、いろいろ見守っているということですね。 

 それで、移動販売車が来ましたときに、かなり買い物をされまして、その後、すごく重いので、このとき

に近くにあります田園調布の学生さんが来てくれまして、お家までちゃんと運んでいってくれると。大変、

利用された方が、本当にもう完璧にフォローしてくださって、感心いたしましたというお話がありました。

ということで、それは人材がつながりづくりをすごくできているということですね。 

 それとあと、弱みのほうなんですが、活動する拠点がないというのが一番大きいという話ですね。それと

あと、防災の倉庫も置くところがないんです。あとは、公園ですね。公園もとても少ないので、これもちょ

っと何かやりたいけれども、何もちょっと具体的に考えることができないので、というので公園などの場所、

いわゆる拠点ですね、拠点が少ないという、それが弱みになっているということです。 

 それと、具体的な取り組みといたしまして、場所があれば、拠点があれば、若い方たちもかなり最近増え

てきているという自治会があります。若い方たちからも、昔やっていた夏祭りだとか、あとは子供たちが多

いのでソフトボールだとか、そういうことも復活してほしいという、新しい若い方たちからのお話が出てい

るそうです。それも場所がないためにということでね、ありますので、ぜひそういう場所をつくってほしい

なと思います。ですので、若い世代の子供たちが楽しめる場所をぜひつくってほしいので、よろしくお願い

いたしますということで。 

 以上です。どうも拙い報告でした。 

司会：ありがとうございました。 

 それでは続いて、１グループ、よろしくお願いいたします。 
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立花さん：塔之越自治会の会長をやらせていただいています立花です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 １班なんですが、まず子育て真っ最中の、幼稚園、小学校、中学校を育てているメンバーと、あと長きに

わたって活動している元ちょっと応援隊の方、自治会長さんのメンバー、ウォーキングボランティア、塔之

越自治会のメンバーです。 

 まず、強みとしましては、高齢の方たちなんですが、趣味の会ということで、まず自宅を開放してくださ

っていることがあります。マージャンとか、楽しみにつながっているということですね。 

 あと、きずなづくりをしたいニーズがある。自治会の会合で話題に出る旧住民だけではなく、新しく入っ

た住民たちからも、まず声が上がるということです。 

 あと、雪かきが必要なときに地域の男性が出てきてくれるんですね。これはふだん、余り自治会とか、地

域に余り関係ない方たちが、男性が特に出てきてくださって、会話しながら地域活動をして、コミュニケー

ションができているということです。 

 あと、多様なつながり、ちょこっと応援隊の方たちが今１２名いらっしゃいます。元大工の方とか、近所

の樹木を切る作業など、お手伝いリスト、ごみ箱を設置してくださったりとか、こういった感じの方たちが

応援隊として活動してくださっています。 

 あと、自主防災組織、ちょこっと応援隊の方のリストなどを公表してオーケーということで、実はいろん

な人材がいるんですけれども、なかなか表に出てくださっていない、そういうことを公表してくださるとい

うことです。 

 あと、弱みとしては、地域拠点がない。集まりたくても集まれない。子育て世帯、参加の入り口がないと

利用しづらいということです。 

 あと、イベントをやる場所がない。塔之越まつりもそうなんですが、本当は皆さん、コミュニケーション

ということで、やりたいんですが、場所がないんですね。以前は明治製菓の場所が使えたんですが、やはり

今は使えないということで、是非また利用したいなと思うんですが、なかなかそれは難しいということです。 

 あと、公園はあるんですけど、ボール遊びができない。思い切り走ったりとか、そういうことがなかなか

できないんですね。あと、子供を連れていける距離にないというのも、一つ問題だと思います。 

 あと、そうですね、子供を安心して遊ばせる場所がない。私は特に思うんですけれども、自転車に子供を

なかなか安心して乗せられないなということがありまして、自転車を、例えば車に乗せて、どこか違う大き

な公園に行ったりとか、そういうことをしないと、ちょっと安全ではないなという感じがします。 

 あと、自治会の縮小傾向。加入者、役員の減少をどう食いとめるか。一つ、高齢化が挙げられています。 

 今、私も会長をやらせていただいているんですけれども、例えば１０年後、今７０歳の方たちが８０歳に

なったとき、いろんな負担が多いので、やっぱりどうしても役員や会長をやりたくないなという方も多いと

思うんですね。それをやはりどう食いとめるかが、一つの問題のような気がします。 

 自治会の活動が減少するということも一つの課題です。 

 あと、それに伴って、活動を楽しめるような、役員さんも班長さんも、自治会の活動が楽しめるような活

動をいろいろと考えていきたいなと思っています。 

 以上です。 

司会：ありがとうございました。どちらのグループもすごくいろいろ活発に意見を出されて、東百合丘地域

の本当に強み、また拠点だとか、そういった課題が浮き彫りにされて、共有できたかと思います。 

 それでは、これから今、皆さんにいろいろ話していただいたことを踏まえまして、後半は意見交換に入っ

ていきたいと思います。意見交換につきましては、市長に進行をお願いしたいと思いますので、ここからは

どうぞよろしくお願いいたします。 
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＜意見交換＞ 

市長：皆さん、活発な議論ありがとうございました。 

 事前に一回、先月、皆さんに集まっていただいて、「ちいきのちからシート」でしたか、記入していただ

くことをやっていただいて、大体、顔は知っているというふうな形になっていたと思うんですけれども、改

めて、こうやって集まって議論してみると、何となくそう思っていたことを、やっぱりみんなそう思ってい

たんだとか、あるいは新しい発見もあったんじゃないかなと思います。 

 このこと自体が、僕はとてもすばらしいことだと思って、こういうものが、麻生区の中でどんどん議論が

深まると、自分たちの持っている資源というものは、もっとこういうふうに使えば生かされるんじゃないか

とかということが、あるいはここに行けばこんな人がいたのかと、隠れた人材を発見することもできるし、

ということになっていくと思いますので、まず、このこと自体が、こういう議論が行われたこと自体がとて

もすてきなことになっているんじゃないかなと、私はこの議論を聞かせていただいて、思わせていただきま

した。 

 どういうふうにこれからディスカッションを始めようかなと、今悩んでおりますけれども。一つ、印象的

だったのは、第２グループの皆さんのところで、八木橋さんも田中さんも、それから大塚さんも、現役世代

で仕事をされていたときというのは、地域にほとんど興味がなかったというか、余りかかわりがなくて知ら

なかったことが多かったんだけれども、しかし仕事をやめて、地域に帰って、地域デビューしてみると、い

ろんな発見があって、そしてちょっと恩返ししなくちゃいけないなということを、それぞれの皆さんが御発

言されていたのが非常に印象的でした。こういうふうに参加してくださる方がある一方で、まだまだ、清野

さんが実はさっき言われていましたけれども、ボランティアの人たちに頼めばいいじゃんというふうに、自

分が主体ではなくて、誰かに助けてもらえればいいというふうに頼っている人たちがいることも事実ですか

ら、一人一人がもう少し自発的に、まちにかかわっていくためのしかけづくりをもっともっとやっていかな

くちゃいけないんじゃないかなというふうに思いました。 

 森さんは実践されている、サロンをやっておられるんですか、ちょっと御紹介いただいてもいいでしょう

か。 

森さん：住んでいるマンションで、築もう４０数年たったんですが、そちらで大体９０世帯、１７０人ぐら

いの住人がおりまして、平成２０年に民生委員になりまして、３年目ぐらいだったんですが、かなり高齢の

方が多くなってきましたので、いろんな相談事を受けるたびに、これはやっぱり周りの顔、つながりをした

ほうがいいんじゃないかということで立ち上げたんですが、それから多世代交流ということで、そのときは

子供たちがとにかく多かったんですね、２０人以上の小学生がおりまして、それに多世代、５０代、６０代、

７０代の方たちだったんですけれども、とても、やっぱり多世代ですので、いろんな話題がさまざまで、例

えば子供たち、若いお母さんが来るんですけれども、そうすると、高齢の方、子育ての経験のある方たちと

いろいろお話をできるとか。 

市長：場所はどこでやっておられるんでしたっけ。 

森さん：場所はですね、マンションの裏に自治会館がございまして。 

そこが４自治会の合同で運営している自治会館なんですね。ですので、結構利用の頻度が今多いですね。そ

こで立ち上げて。でも今子供が、１０年前の子供たちがもう大学生、高校生になってしまいまして、小学生

が二人ぐらい来るぐらいですけど、それでも何とかつながっております。 

市長：なるほど。ありがとうございました。 
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 自治会館があるという、場所があったというのはすごくいいことというかラッキーだったと思うんですけ

ども、１０年前にコミュニティカフェというかですね、サロンみたいなのをつくるって、かなり先進的で、

今はこの２年ぐらいで川崎市内どこ行ってもですね、居場所づくりという形でコミュニティサロンというか

カフェとかというものが出てきたんですけど、かなり先駆的にやっておられたということにちょっと、さっ

きまわっていてびっくりして。すばらしい取り組みだなと思います。こういう多世代が集まって情報交換で

きるという場所がですね、すごく求められていると思いますし、実はこの場所さっきポスター見たら、カフ

ェマルシェというんですか。施設長さん、もしちょっと御紹介いただければ、突然ですけれど、申し訳ない

んですけど。どういう形でやられているんでしたっけ。 

外池さん：レジデンシャル百合ヶ丘施設長をしております、外池と申します。当施設では、この場所、マル

シェというふうに名前をつけておりますけれども、どうやら人が集まる場所とかというような意味があるそ

うです。ここの御利用者ももちろんそうなのですが、地域の皆様もここに来てちょっとお茶を飲んだり、お

しゃべりをしたりなんてことができたり、はたまた中でいる高齢者、御利用者とちょっとした交流ができれ

ばすてきだなというふうに思いまして、このような取り組みをしております。 

市長：それは、期間というか時間帯とか曜日だとかというのを教えていただいていいですか。 

外池さん：水曜日は、すみません定休日とさせていただいておりますが、１０時から１６時までの間で、お

茶と、コーヒー、紅茶等々を御用意させていただいております。 

市長：それは、どなたでも使っていいんですか。 

外池さん：どなたでも御利用いただいて大丈夫です。 

市長：なるほど。ありがとうございます。 

 実はこういう高齢者の施設のところも地域開放のスペースというのは意外とやっていただいているところ

って多いんですけれども、こういったスペースというのも解放していただいているのはとてもありがたい話

で、これも地域資源の一つですよね。川崎市って全国の大都市の中で大阪市に続いて２番目に人口密度が高

いので、基本的にはですね、ものすごくスペースとかあるいは空き地だとか施設だとかというのが少ないと

ころだと思います。少ないところであるんだけれども、じゃあ新たに公園がどんとつくれますかというと、

なかなか現実問題としてはどこにつくるのというところもありますし、じゃあどこに新しい自治会館とかつ

くるのというと、なかなか難しいところありますよね。現実問題では。 

 そうすると、今ある施設をどうやってうまく使っていくかということがとっても大事になってくると思う

んです。そうすると、先ほど地区カルテにありましたように、私たちの地域にはどんなものがあるんだろう

かと。実はこのレジデンシャル百合ヶ丘さんも地域開放をやっていただいて、水曜日以外の１０時から４時

までは使っていいという話になっているというのは、これは大きな地域資源だと思います。 

 ですから、私たちのグループとは時間帯が合わないなという活動団体もあるでしょうし、いや、ここは合

うなというふうな、例えばママさんたちの少し１、２時間打ち合わせしたいんだよという方にとってはすご

く便利なところなのかもしれません。 

 ですからこういったことをですね、みんな洗い出していくというのも私たちの地域資源をもう１回再発見

していくということの一つではないかなと思います。 

 立花さんから先ほど発表があって、昔は明治製菓のグラウンドが使えたんだと。私もよく遊びました、子
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供の頃。入っちゃいけなかったと思うんですけど、子供の頃ですね。それでも使わせてもらっていました。

何となく許容されていたなという感はあったんですけども。これはイベントに使えないということですか。 

立花さん：イベントでもそうですし、今、門が閉まっていまして、それはちょっといろんな理由があって。

以前は門が開いてたんで、誰でもお散歩とかできたんですが、今は門も開いてない状態です。その理由とし

ては、昔からいろんな状況というか、理由があって納得できるような理由もあり、閉まってしまっている状

態なんですね。年に１回御挨拶に行きますので、明治製菓さんのほうに。今年も参りましたら、ちょっと使

わせていただきたいんですけどと申し上げたんですが、やはりいろんな会社の状況であったりとか、いろん

な状況を踏まえてちょっと今は無理というお答えをいただきまして、本当はお祭りとかもできれば一番広く

ていいかなと思うんですが、やはりそれはだめというか、ちょっと今は難しいというお返事で。昔はプール

とかも使えたらしいんですけども。 

市長：行きましたね。思い出しました、そうですね。 

立花さん：だけど今はゴミが入ってたりとか投げ捨てられたり、いろんな状況でだめということです。 

市長：なるほど。僕は、明治製菓のこと、確かにあんなに大きなというのは地域資源の、大きな地域資源の

一つだと思うんですが、いろんな事情があって今は使えていないということですけれども、実はいい事例と

しては、宮前区の鷺沼地域に大きな野球場と芝生のグラウンドが大きいのがあったんです。その会社の持ち

物で、そこは会社にいるそこの従業員のための施設だからということで、完全に地域に閉じられていたんで

すけども、この１０年ぐらいですかね、何度か交渉させてもらって、そしてようやく一昨年条件がそろいま

して、そのグラウンドの半分を地域開放していただけることになりました。ですから、今まで実は宮前区と

いうところも野球をする人はたくさんいるんだけれども、野球場がないところなんですね。だから、こうい

う施設を貸してもらえませんかということを粘り強くあちらの会社側にも区だったり市が入ったりして、一

定の条件のところであったら良いですよということまでこぎつけることができました。 

 ですから、ここの話というのは大変重要な資源だと思うし、ただ相手様もあることなので、これは一概に

お願いします、何とかお願いしますというのでゴリゴリという話ではなくて、どういうふうなことが可能な

のかというのは現状把握させていただいた上で、区なりそして市なりが、一緒に御相談させていただくとい

うことは、これは是非やらせていただきたいなと思います。 

 こういった、今まで使っていない、あるんだけど使われていないという施設というのは実はたくさんあっ

て、例えば学校もそうなんですけども、校庭は解放されている。体育館も解放されていると。施設開放みた

いな形な委員会が組まれていて、ある程度まわっているというふうなのがありますけれども、実はもっと、

実はここのテーブル結構場所がないということで、かなりストレスが溜まっているお声が、イライラッとい

う声が沸いておりましたけれども、じゃあ自治会だとかそういうところの会館がないところってどういうと

ころがあるのかといったら、学校の、例えばこれは議論あると思います。一般教室という、ここは全く解放

されておりません。一般教室。ここは実は今教育委員会にお願いして議論をしている最中ですが、これは一

般教室を解放してしまうとですね、これは生徒さんたちのプライベートなものというのが教室にありますか

ら、ここがもし、いたずらされたりしてしまうとこれは問題があると。施設管理上問題があると。 

 学校がなぜあんなに開放されないのかというのは、実は校長が全ての責任を負わなくちゃいけなくなるか

らなんです。何かがあったら全て校長の責任。ですから、それは嫌ですよね。全部校長が責任をかぶるわけ

ですから。ですから、そういうふうな責任問題とは少し分離して活用できるような方法がないかなというこ

とを、今教育委員会と僕たちで、議論させていただいている最中です。もしそういうことが、一般教室も解
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放できる。それはセキュリティ上も大丈夫で、市民の皆さんにも使えることができる条件が整えば、小学校

だったらいけるよと。夜７時からの解放でも２時間使わせてもらえるという。では、１年１組の学校の１階

のフロアにある教室を使わせてもらいましょうというのはできるのではないかと思います。ですから、どの

ように、スペースだとかというなのは、実は地域の中にある。だけど、いろんなルールだとか民間企業の皆

さんには民間企業の皆さんの事情があったり、学校には学校のルールがあったりということで、難しいとこ

ろがあるんだけど、そこをどうやって突破するかというふうなのは皆の知恵の出しどころで、それは市がや

ったり区がやったり、そして住民の皆様もちろんのこと一緒になってやってもらわなくてはいけないという

ことだと思うんです。その可能性も探っていくということはとても大事なことだと思いますので、ぜひこう

いった話も、こういう場所だからいろんな形が出てきて、議論を深めることができるんだと思うんですよね。

こういうことを少し、こういうふうな意見が出たので、是非前に進めていきたいなと思います。 

 さあ、地域拠点がないのは、ここにもすごく弱みとして出てきました。あちらの第２グループでも拠点が

ないのが弱みに出てきました。本当にそうでしょうか、ということを、確かに少ないんです。少ないことは

間違いないです。他都市というか、地方都市に比べたら恐らく少ないと思います。しかし、本当にないのか

ということをもう一度探り出すというのもこの地区カルテ、そして小さなエリアでさっきここのテーブルで

もありました。公園がありますと、浦井さん先ほど、１８カ所も公園があるなんてびっくりしたと。先ほど

言われていたことちょっと言っていただけないですか。 

浦井さん：塔之越自治会副会長の浦井と申します。私はこちらに引っ越してきて２年ほどになるんですけど、

やはり住んでいる周りにやっぱり公園がないと。ないのはやっぱり大きな公園がないので、なかなか子供を

つれて遊びに行く機会がなかなか少なくなりました。ただ、今日市からの説明の中で、この地域には公園が

いっぱいあるのだと。１８カ所もあって、ここはどっちかというと強みのように書かれているところに非常

に驚きました。 

市長：ありがとうございます。 

 ですから、そういう意味では、あるんだけど自分の家に近くにはないと。その感覚はないと。要するに、

多いという数字上のものと、自分のところの子供と遊ぶ、ぱっと近くに遊びに行くエリアにはそうは思えな

いし、ということですよね。だから、確かにそうなんだと思います。１８カ所といっても、エリアによって

は随分多いなというところもあるだろうし、もう少し狭いエリアで見れていると多いところ、少ないところ

というふうなところに偏りがあるんだというふうに思いますね。 

 実は、ボールを使えない公園問題というのは、これは川崎市全域で起こっています。今、だめだめ公園、

あれもやっちゃだめ、これもやっちゃだめというふうな。じゃあどこでやるんだと。 

 当然私も塔之越に住んでいたころは空き地も若干残っていました。だから空き地でボール投げをやったり

とか、あるいは昔はあんまり怒られなかったので、道路でキャッチボールしていました。しかし今道路もだ

め、公園もだめ。では、どこでやるのと。学校開放も難しいというふうなことになると、ボール遊びができ

ないということになって、今全市的な問題になっています。そこで今、やっているのが、もう少しルールづ

くりをだめだめから、もう少しありありの公園にしていこうということで、ただ行政がルールをつくってし

まうと、同じような話になってしまうと。ボールはだめですとか、ボール遊びはいいですとかいうことにな

ると、結局は皆反対派、賛成派ということになって議論が割れてしまうと。そうじゃなくて、公園を利用し

ている人たち全体で、もう少し議論しませんかと。使い方、時間の問題、こういったものを皆で議論してい

くルールづくりを自主的にやりましょうと。そのお手伝いを区役所、道路公園センターが少しやっていきま

しょうねというふうな形で、今ガイドラインがちょうど始まるところです。そういうふうな、少し自分たち

の地域の中でどのようにやったら皆がハッピーなのかなと。確かにボールを遊びやって、隣に小さい赤ちゃ
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んを抱えたお子さんがいたら、ボール遊び怖いよね。少し身体が虚弱になっている高齢者の皆さんの隣でビ

ュンビュンボールが飛んでたら怖いよねということになるので、そこは皆でルールをつくっていこうじゃな

いかと。利用者の皆さんの中でですね。というふうなのを少し役所も中に介在して、議論しましょうよとい

うのが今始まって、モデル的に二つぐらいのところで今始まったところです。こんなことによって、だめだ

め公園から少しでもありあり公園にしていこうというのは、これもまた知恵の出しどころなんじゃないかな

と思っています。 

 強み。これやっぱり強みをどうやって生かしていくか、弱いところは補っていかなくちゃいけないんです

けれども、強みというのを、どうさらに活かして高みを目指していくかというところがすごく大事なところ

なんじゃないかなと思っています。 

 すごく驚きを持ってみたんですが、自主防災組織、安全安心の防災がしっかりしていると。こちらもしっ

かりしている。あちらのテーブルでもしっかりしているという意見が出ました。これは実はすごく驚きと言

ったら失礼な形なんですが、自主防災組織がちゃんとできているところって、地域のつながりが非常に強い

ところなんですよね。これは、ほとんどニアリーイコールなんです。ですから、実は東百合丘の地域の人た

ちというのは、非常につながりが強いほうと。 

 大塚さん、どうですか。 

大塚さん：今市長が指摘されていますけれども、確かにその部分は非常にあると思います。半面自主防災組

織だけで捉えられる問題ではないんじゃないかと。御高齢の方とかたくさんいらっしゃいますので、これも

大事なことですけど、それ以外でもまだまだ弱い部分があるんじゃないかなとは思っております。 

市長：もう少し掘り下げて聞きますけど、自主防災組織のどのあたりが強いというふうにお感じになります

か。どなたか教えていただいてもいいですか。この地域のあれ、いいよと言われた方って他にいますか。 

高橋さん：突然振られました。困惑してますので。 

 ２００４年に誕生してから、現在３２名の隊員がおりまして、２カ月に１回全体会議を、大体２０人前後

の人が集まりまして、その地域の課題をきちんと協議して解決していこうということでやっています。 

 一つは、情報をきちんとつかまえていただくということで、何が私たちの地域では足りないのか、こんな

ときどうしたらいいのかという学びをしていくのが、役に立ったことが、多分７、８年かかったと思います。

その中で、具体的な実践として最近やっているのは、やっぱり一番問題になるのが消火の問題です。防火用

品全くありませんし、山のてっぺんで風の吹きぐあいによっては丸焼きになってしまうと。ただし、私たち

にできるのは初期消火しかありませんので、スタンドパイプもここ２年ぐらいで２台一応取りつけました。

それから、ここの家に消火器のあっせんをしまして、安くはありませんけれども、全体として４０％ぐらい

の台所に消防していただいて、まずは初期消火に努めるということですね。頑張ってきたことです。 

 まだ、スタンドパイプもきちんと学んでいませんけれども、百何人かの人たちが集まりまして、そのスタ

ンドパイプの学習をやったりしています。それも、できるだけ地域に右半分とか左半分に分けて、２度やっ

ていますし、その大きな課題、皆で男性がいなくても女性でもできるスタンドパイプの使い方をこれからき

ちんと慌てずにやれるようにしなきゃいけない時期に入っているかなというふうに。もちろん、安全という

意味では建物の改築できる力を持つ人たちにはそれをお願いしたり、それから部分的な強化対策をお願いし

ようということで、助成金問題だとか、そういった情報も含めて地域に報道しながら、やっぱり十数年たっ

ていますので、それなりの力を持ってきたかなというふうに思いますけど、でも、わかりません。そのとき

にできるだけ備蓄をしてもらうことも含めて、皆で自分たちでできるだけ、避難場に行かないで済むような

まちをつくりたいという、そういうモットーを掲げながら頑張ってはいるところですけれども。 
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市長：すばらしいですね。すばらしいですね。高橋さんは、それは自治会長としてやっておられたんですか。 

高橋さん：３年ほどやりましたけど、そこでは無理だなと思いました。 

市長：今、その３２名の方が集まっていただいているというのは。 

高橋さん：ボランティアです。ちゃんと隊長さんも副隊長さんも、情報担当もいますし、それぞれが個々に

やっています。 

市長：それは自治会内の話に紐づいているんですか。 

高橋さん：そうです。自治会内の範囲です。 

市長：すばらしいですね。ちょっとすばらしくないですか、これ。びっくりするような先進的な。 

高橋さん：やっぱり町会といいますと、１年ごとに皆変わりますから、私は町会長３年やって、これは自主

防災のほうはボランティアで継続的に学びながら皆で一緒にやっていくことが必要だなというふうに思った

のと、ちょっと応援隊の活動ということで、介護保険から漏れるところに対する手当で自分たちにできるこ

とがあったら、できるだけ多くの宝の人間、大工さんも来ていたり、それからお医者さんだったり看護師さ

んだったり。今看護師さんのほうも１５人いろいろ学んできてくださって、それを広めていくというような

ことでやったりはしていますので。宝物をどうするかとかということで。 

市長：そうですね。ありがとうございます。 

 とても、今の最後のキーワードの宝物をどうやって探すかというのは、実はどちらも出ていたと思います。

すばらしい地域人材がたくさんいるんだけれども、そこがうまくちょっと引き出せていない、もったいない

状態になっているんじゃないかなというふうにお話ありました。こういう発言していただいた方はこのグル

ープの中にいらっしゃるんですか。 

八木橋さん：皆さんです。塔之越自治会ですから。 

市長：そうですね。 

八木橋さん：塔之越自治会の自主防災。 

市長：八木橋さん、この隠れている地域人材というのをどう生かしていくか、引き出していくかというふう

なの、少しアイデアありましたら。 

八木橋さん：アイデアというのはわからないですね。やっぱり、ふだんからあの方はもともと何々をやって

いらした方なのよみたいな、そういうお話を日常的にしているんだろうと思います。もともと塔之越は高橋

さんの御主人のときからもう、すごくそういう地域のこと、自治会としてのやり方とか、まつりも立ち上げ

たし、ソフトボール大会もやってたしというつながりで、今、年齢のいっている方たちが若いころにはそう
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やって自治会を１本にまとめてきたところなんですよね。その伝統が生きているんだろうというふうに思い

ますね。しかも、防災については、小学校までは山坂で遠いですし、行けないんですよ。いざとなったって、

逃げるって言ったって。避難するって言っても。行けないですから、やっぱり自分たちのところで何とかす

るしかないということで、それこそ地震のときももちろんそうですけど、雪かきだとか、防災の人には震度

４以上があったら、ポストのところに集まれとか、そういうような決まりというか、そういうことも言われ

てたりということがありますね。 

 民生委員のところにも、市に登録している人っていますでしょう、手助けが必要だという。そういう情報

も入ってきているし、ちゃんと担当者、この方を補助するのは誰というのが自治会ごとに、班ごとに決まっ

ていると。実際にどんな事態が起こるかわからないですから、まずは自分のことですけれど、それが済んだ

ら、今度そういう人たちということは決まっていますね。 

市長：塔之越自治会の役員さんって何年ごとに変わるんですか。 

高橋さん：１年です。 

市長：１年ですか。これ、川崎市７区ある中で、１年ごとに変わる町会長さんが最も多いのが麻生区ですね。

圧倒的です、ちょっとほかの区には余り見られないケースだと思います。こんなに毎年変わるところが、自

治会ってあるんだというのを逆にものすごく驚いていて、これはちょっとほかの６区では余りちょっと少な

いケースですけど、麻生区は結構はありますね。 

 佐藤さん、このあたり誰が一番詳しいんだろう、麻生区の中というと。 

佐藤（司会）：保健師の福川が・・・。 

市長：ちょっと珍しいというか、麻生区の自治会は結構１年で変わるというのが多いですよね。 

福川職員：町会、２８年度にヒアリングに行かせていただいたときも、古くから何期にも渡ってやられてい

る町会もあれば、やはり１年交代という方が、やはり多いなというのはあります。多分、麻生区だけなのか

わからないんですけども、町会の数がとても多くて、小さな単位での町会、自治会さんが多いので、やはり

巡回、担当の役割を担うという部分でも、負担感から１年交代になっているのかなというのもあるんですが、

確かにヒアリングの際も１年交代なので、なれたころにはもう次の方というところで終わっているというの

は聞いています。 

 それはなぜかというと、どうなんでしょう。 

市長：これはそういう議論にはならないんですかね。少なくとも３年はやりましょうとかという。それもロ

ーカルルールでそれぞれあるんでしょうけど、仕事なれ始めたところにもう終わるという。一長一短ですよ

ね。皆が町会の役割を担うということを経験するという意味ではとても大事なことだと思いますけども、何

となく経験値が次にもう１回もとに戻るみたいなことにもなりますよね。 

 田中さん、民生委員やっていただいたんでしたっけ。 

田中さん：自治会の。 

市長：自治会の副会長で。副会長さんも１年なんですか。 



13 

立花さん：田中さんは２年やっていただいて。 

市長：田中さんは２年やっていただいて。ちょっと経験を教えていただいていいですか。ちょっと異例なん

ですかね、２年目というのは。 

田中さん：そうですね、私は自分の班がやっぱり高齢の方が多くて、ちょっと病気とか会場に行くのに大変

ということで、私は前の方の分と自分の分と２年目なんですけれど、やっぱり１年交代というのはちょっと、

本当になれたころに終わりになってしまうということなので、ちょっとここで言っていいことかどうかはわ

からないんですけれど、やっぱり私としては、何年か続けてやるとか、顧問とかそういうのを、そういう相

談役みたいなのをつくったほうが、１年交代だと本当に１から全部やり直すというか、それだけじゃなくて、

逆に２年目になるんですけど、やっぱり続いて会長さんになられた方とか、結構基本的なこととか細かいこ

とはやっぱり私のほうに聞いてこられるんですね。だから、マニュアルをつくるとか、もうちょっと考えな

きゃいけないなということは感じております。 

市長：なるほどですね、ありがとうございます。 

 単年度問題というのは、結構、これは麻生区の特徴的な問題かなというふうに思いますけれども。 

 一方で、こういうすてきなお話もありました。地域は高齢化しているのかもしれないけれども、若い人た

ちが入って、このまちづくりに参加していただいている。田園調布学園の学生さんが、はぐるまさんと一緒

になってローソンの移動販売をやって、そこに若い人たちが入っていただいて、というのですてきな話もあ

りましたね。清野さんのほうからお話あったんですかね。こういうふうな関わり方って、すごくいいなと思

いますし、実はあれは多摩区の車座集会をやったときに、学生さんたち、多摩区も学校、大学多いんです。

専修大学、明治大学等々とあるので、その人たちと皆議論したんです。学生さんたちだけで。そうすると、

どうも僕たち、私たちは地域の人から何となく疎まれているような気がすると言うんですよね。そんなこと

ないよと言ったんです。もうちょっと地域のイベント参加してよと。 

 これは麻生区でもやりました、１回。そうしたらですね、麻生区の町会の役員の皆さんと麻生区の大学の

皆さんが、地域のイベントを教えてくれれば私たち行きますと。学校の学生さんたちのイベントで広報した

いものがあるなら私たちに言いなさいと。そうすると町会のたよりに載せてあげるからというふうな形で、

少し結ばれたという。 

 だから、決して疎まれていませんよと。むしろ、参加してもらいたいと思っているし、参加する機会とい

うのもあるし、そこがうまくつながっていなかったというふうではあるので、うまくここをつなげていくと

いうのは、これもまたいろんな知恵の出しどころかなと。 

 このお話、移動販売のお話、実はこの前高津区だったか多摩区だったかですね、この山坂の多い川崎の北

部地域で同じようなことを考えている人がいて、そういうアイデアないかなと聞かれたので、麻生区で始ま

りましたよという話を、こういう成功モデルをほかにやりたいところってたくさんあるんですよね。ですか

ら、こういう非常にいい、多世代で、あるいは学校を巻き込んで民間事業者の皆さんを巻き込んで課題を解

決するというものをですね、いくらでも重ね合わせ方によってやれるのではないかというふうに思うんです

ね。さっきの、成功するか成功しないかわかりませんけど、明治製菓のグラウンドの問題。学校のスペース

の問題という形でも、これなんかはまさに山坂の多い麻生区ならではのこういった課題というのを、いろん

な人たちの組み合わせによって解決することができると。ですから、やっぱり小さなエリアでマップを皆で

つくって、議論することの大切さというのは、今回も大きなあらわれとなって出てきているんではないかな

というふうに思っています。 
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 どのぐらい時間残っていますかね。もう少し、あと５分、１０分の話なんですけれども、何かここでちょ

っと言いたいよ、言い足りないことあるなというのはありますか。あるいはお待ちをしていただいている、

皆さんでの何かコメントありましたら。どうでしょうか。この際せっかくですから、どういう組み合わせ方

……。どうぞ、立花さん。 

立花さん：たびたびすみません。防犯カメラのことなんですけれども、ちょっと今いろんな事件とかがあり

まして、塔之越、防犯カメラがないということで、入り口が中央通り一つだと思うんですね。できれば、あ

そこに防犯カメラの設置などをちょっと考えていただきたいなと思うんですが。よろしくお願いいたします。 

市長：それはですね、それぞれの自治会さんで申請をいただいてというプロセスなので、ぜひそれを御検討

いただければと思います。 

立花さん：補助金とかそういう。 

市長：そうですね。 

立花さん：わかりました。ありがとうございます。 

市長：市でも補助を出していますし、県の補助とダブルで補助出していますので。使いやすい制度になって

きていると思います。 

立花さん：わかりました、ありがとうございました。 

市長：どうでしょう、ほかに。 

 是非、これをきっかけに、このような場をもう少し広げて、今日は非常に少人数で、ぎゅっとつまったお

話いただいたと思うんですけども、もう少し参加の輪を広げていく、もっとグループを幾つもつくってやっ

ていくということを、やっていくと、そうなのかと。自分は参加してなかったけど、こういうところなら参

加できるんじゃないかなと。こういう地域の関わり方があるんだなと。昼間はだめだけど、夜は大丈夫。夜

はだめだけど昼間は大丈夫とかですね。ちょっとずつ自分たちの持っている能力を出し合うと。さっき言わ

れていたみたいな、地域人材が本当に埋まっているというふうに思います。 

 僕は今宮前区に住んでいるんですけれども、地元の小学校で先週、ＰＴＡ主催の運動大会というか競技大

会があったんです。私、妻がＰＴＡの役員やってたものですから、それで参加していたんですね。体育館で

はバレーボール、校庭ではサッカー。お父さん、お母さんものすごい集まっているんです。そこでこんなに

お父さん、お母さんたちけがしないかなって心配になるぐらいの集まり方なんですけども、そうするとです

ね、バレーボールやっているところに、元全日本代表のバレーボールの人が出てきて、この地域にそんなす

ごい人いたのみたいなのが出てくるんですよね。そうすると、えらい盛り上げるんですね。その人たちも、

初めて地域の中で自分の能力が還元されて、皆さんは大喜びです。でも、その人も喜びを感じてというよう

な、これはたとえ話ですけど、そういった知識やノウハウを持っているすばらしい人材がこの東百合丘とい

う小さなエリアで探してもものすごいたくさんのものがあると思うんですよね。そこをどう生かしていかし

ていくかというのを、もう少し議論を盛り上げていきたいなと思いますし、麻生区、これをきっかけにです

ね、麻生区もこれから区長を先頭に、いろんなところでこういうことをやっていくということですので、麻

生区全体で議論するよりも、こういう単位で何十回もいろんなところでやっていくというような取り組みが
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これから麻生区だけじゃなくて、川崎市全域で必要だと思っているんです。 

 何を市役所でやるべきなのか、何を区役所でやるべきなのか。自分たち、何をやるべきなのかということ

を、しっかり切り分けをしてその役割を果たしていく。 

 さっき自治会の活動の負担を軽減してというのがありました。役割を明確化してくださいということも、

御意見ありました。これも私たち、今大きな議論をしていて、市全体の町会連合会の役員の皆さんとこれを

議論しています。結構、私たち行政も反省するところ結構あって、あれもこれもやっぱり自治会にお願いし、

というのが多いんですけど、果たしてこれは自治会さんにお願いすべき話なのだろうかと。 

 そういった話で、今なるべく低減しようと。役所の仕事をまず整理しましょうと。お願いすべきことはお

願いする。そこにお願いしなくていいものはやめるということで、一回仕事の棚卸を今やっている最中です。 

 ですから、ここの役割の明確化というのはとても大事で、何となくやっていた、これまでもやっていたと

いうふうな話というのは、先程ここでも出てましたけれども、もう町会の役員の皆さん大分高齢化している

から、ポストに入れていく、重いんだよねという話というのは当然出てきている話なので、そういうことも

明確化していく。 

 でも、話は全然違いますけれども、高津区ではですね、中学生は地域の防災力のものすごく大事な力だと

認めてですね、少年少女の消防団の下部組織ができています。それは、高校生になると地域から離れると。

意外と何かあったときには地域にいないと。だけど、中学生は実はいると。中学生の、もう３年生、２年生

になれば結構活躍できるよと。そういう人たちが実は防災の中にもう入り込んでいると。 

 さっきの大学生との組み合わせ方と一緒ですよね。では、市政だよりを配る、あるいは何まわすというふ

うな。高齢者だけの話なんだろうか、町会役員だけの話なんだろうかと。もっと地域人材、もっと言えば、

中学生。こういう人たちがいたら地域の中に関わってもらうと。まあ、いろんな制約あると思います。しか

し、もっと柔軟に考えるというのをローカルルールをつくっていくというのが、大事なのではないかなと思

います。 

 何となく、私たちの市の役人の仕事もですね、私もそうなんですけども、何となくそんな感じを、これは

こういうものだよなというふうに、何か既成概念があるんです。そこをちょっととっぱらってみると、意外

とやれると。確かに地域は狭いと。そして公園も、あるいは施設も少ない部分があるんです。じゃあ、何で

補っていくかというのを皆で知恵出して、解決の方法というのはあるのではないかなということも、実は今

日のこの会議の中でもすごく僕は発見したし、皆さんの中でもちょっとヒントがあったのではないかなとい

うふうに思います。 

 ちょうど時間ぐらいになりましたので、この辺にしたいと思いますが、是非これを機会にですね、もう少

し議論を深めていただくという取り組みを、次回、何回も繰り返していただくと、そしてもっと輪を広げて

いただくといいのではないかなというふうに思っています。 

 最後に、いらっしゃいましたら。大塚さん、どうぞ。 

大塚さん：先ほどですね、場所がない、施設がないというような話もさせていただきました。我々、例えば

明治製菓の問題にしましても、実際、先ほど立花さんがおっしゃるように、あちらの責任者の方からちょっ

と無理ですと、こういうふうに言われました。我々も、公園が地域にないよね、だけどどうしたものかねと

いうことで、我々のできる範囲内のことは、非常に小さいですね。 

 ただ、先ほど市長のお話の中で区もやっています、市もやります。そういう今やっておられるところです

というお話を聞きましたので、非常に我々としては希望が持てました。これから、自治会の中で、せっかく

こういうようなお話を頂戴しているので、いろいろと我々で考えて、できるところは我々でやって、その後

どうしてもお願いするところは、お願いしても大丈夫なんだという気持ちが沸きましたので、今後ともぜひ

頑張っていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 
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市長：どうも、大塚さんありがとうございました。 

（拍手） 

市長：ありがとうございました。 

 参加いただいた全ての皆さんに感謝申し上げたいと思います。どうもありがとうございました。 

（拍手） 

司会：市長、どうもありがとうございました。また、今日、ワークショップに御参加いただいて、様々な意

見を出していただきました皆様に感謝を申し上げます。 

 今日は、冒頭にも申し上げましたけれども、支え合いの地域をつくっていくためにできることというテー

マで、どんなことから始めていったらいいかなというところを今日はこのワークショップ、ご近所ネットワ

ーク会議の場をお借りしまして、ワークショップという手法を使って皆さんと意見を共有して話をしました。 

 今日の車座集会は、麻生区の特徴で、自治会長さん、町会長さんが単年度で変わっていかれるところのい

ろんな課題というのは、東百合丘地域だけではなくて、本当に区全体のところにあります。そんな中で、ヒ

アリングでどうやって進めたら良いかというような声を聴きまして、今日の車座集会で、まずは小さな地域

の単位の中で皆でどんなことを感じてらっしゃるのかとか、こんなことだったらいいなというようなことを

まず話し合ってみるというところから始めていただきたいと。そして、そのときには、今日少し御紹介いた

しました、まだまだ改良の余地はあるんですけれども、ちいきのちからシートなどを使ってみたり、また、

地区カルテ、区役所で作成しておりますけれども、そういったものも活用しながら、こういった話し合いを、

ぜひご近所ネットワーク会議や様々なところで活用していただきながら、まずは始めていただきたいという、

そういうメッセージを、今日は市長のお力も借りて一緒にそういったことを広告塔にもなっていただいて、

この車座集会を企画いたしました。 

 皆さんがワークショップをしている間、笑い声も聞かれてですね、すごく和やかな中でお話が進められて、

これが地域の中でもそういった場が増えることを、私たちは願って、そして区役所、地域見守り支援センタ

ー、それから地域包括支援センター、そういった話し合いのお手伝いを一緒に寄り添って、一緒に考えなが

らお手伝いさせていただきたいという、そういった役割を、私たちやりますので、それをこの場でまた知っ

ていただいて、ぜひいろんな地域の方、ほかの地域の方にもお伝えいただけたら本当に幸いでございます。 

 まだまだいろんな御意見をお聞きしたいところではございますけれども、閉会の時間が迫ってまいりまし

た。最後に皆様にちょっとお願いがございます。今日の車座集会を通して見られて、御感想も含めて受付で

お配りしておりますアンケートにどうぞ御記入いただきまして、それをまた私たち糧にして、また参考にし

て進めてまいりたいというふうに考えております。雨も上がって、ほっとしてございますけれども、本当に

よろしくお願いいたします。 

 それから、今日この車座集会の場を貸していただきました、レジデンシャル百合ヶ丘様にも改めて感謝申

し上げます。 

（拍手） 

司会：それでは、これをもちまして、第３６回区民車座集会をこれで閉会とさせていただきます。本当に今

日はありがとうございました。 


